
（別紙３）

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 23 （回答者数）
20

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 14 （回答者数）
11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援前後の短時間ミーティングの定例化

・記録様式の統一による共有強化

2

・写真付き活動報告の充実

・定期面談の周知強化

3

・訓練実施状況の保護者への周知

・外部研修参加の拡充

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域イベントへの参加検討

・自立支援協議会等への参加促進

2

・年1回以上の保護者交流会の実施

・ミニ勉強会や情報提供資料の作成

3

・少人数活動の時間確保

・季節行事や外出活動の計画的導入

・子どもの意見を取り入れた活動企画

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　バディ

○保護者評価実施期間
2026年　1月　21日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

活動の多様化とスペース活用 ・利用人数が多い日の活動スペース制限

・活動内容が固定化しやすい傾向

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域連携・交流機会の不足 ・外部機関との定期的な交流機会が少ない

・職員体制上、外部参加が限定的

家族支援の充実 ・保護者交流や勉強会の実施機会が少ない

・日常支援に業務が集中している

個別支援計画に基づき、アセスメントを丁寧に行い、チームで

支援を実施している点。

・定期的なモニタリングの実施

・職員間での情報共有

・子どもの主体性を尊重した活動設定

保護者への丁寧な説明と日々の情報共有ができている点。 ・個別支援計画の説明と同意取得

・連絡帳や送迎時の丁寧な報告

・苦情対応体制の整備

安全管理体制が整備され、マニュアルに基づいた支援が行われ

ている点。

・各種マニュアル整備

・避難訓練の実施

・ヒヤリハット共有

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


